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1 はじめに
中国雲南省迪慶藏族自治州は、チベット文化圏の南東端に位置し、チベット系諸言語の分布地
域の南東端を形成する部分である。同地域には、チベット系諸言語をはじめ、さまざまな少数
言語が分布している。雲南省のチベット系諸言語は、すべてカムチベット語に属する。Suzuki
(2018)が雲南省の 108地点の地域方言を扱い、方言間の語彙的異同を概観できる。しかしなが
ら、Suzuki (2018) はチベット族が話すカムチベット語しか扱っていない。すなわち、カムチ
ベット語を第１言語とする、または多重言語併用の中の１言語とする非チベット族の存在に対
して、特別な注意を払っていない。迪慶州には、民族としてはチベット族でなくても、カムチ
ベット語の地域方言を母語としてまたは母語に準じる形で話す少数民族が暮らしている。
図 1 霞若郷の位置
鈴木　博之（2019）『言語記述論集』11: 1-16
1
迪慶州徳欽県霞若イ栗イ粟族郷（図１参照）は、その名のとおりリス（イ栗イ粟）族の人口が相対的
に多い郷鎮の１つである。同郷の人口分布を統計資料から概観すると、郷内の各行政村でリス
族とチベット族の雑居が認められるが、実際には、自然村レベルにおいて住み分けがなされ
ており、川沿いの低地にはチベット族が、山の上の高地にはリス族が暮らしている（呉光范
2009:403-417）。これはまた、自然村レベルで見れば、カムチベット語を用いる村とリス語を用
いる村に分けられることを示している。両言語が１つの村の中で用いられる事例は相対的に少
ないが、民族間で通婚する事例が認められ、環境によっては二重言語併用が認められる家庭も
ある。リス族であるがカムチベット語を母語とする事例は少なくないが、チベット族であるが
リス語を母語とする事例は少ない。いずれにせよ、カムチベット語とリス語をそれぞれ第１、
第２言語として習得している住民が多い。
ところが、本稿で焦点を当てる霞若郷施土霸行政村布亞培自然村（図２、３参照）の事例につい
ては、状況が若干異なる。布亞培村は、呉光范 (2009:409)によると 18戸 74人の人口があり、
チベット族とリス族が居住している。実際のところ、住民のほとんどがリス族であり、リス族
の家庭ではカムチベット語を母語として習得することはない。しかしながら、村で言語形成期
を過ごした人々は、ほとんどがリス語とカムチベット語の二重言語併用を行う。ここにおける
カムチベット語とは、地域共通語（リンガ・フランカ）ではなく、村での日常生活において固定
されて用いられる言語である。すなわち、特定の機会においては、カムチベット語だけを用い
るという状況が存在する。
図 2 布亞培村全景（2011年）　撮影：余燕
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図 3 布亞培村の自然環境（2011年）　撮影：余燕
霞若郷施土霸行政村は、行政村全体を見ると住民のほとんどがリス族である。その中で、布亞
培自然村は谷の入り口に近い、すなわちチベット族の居住地域に近い地域に位置する村である。
ただし、図２、３を見ても分かるように、村は山の中腹に位置し、チベット族の居住地域から
は離れている。そのため、同地域のリス族とチベット族は密接な交流を持っているわけではな
い。しかし、霞若郷のみならず、迪慶州全体を見ても、長らく漢語が地域共通語の役割を果た
す一方、どの民族でどの言語を母語とする者であっても、複数の言語に通じているという状況
はまれではない（Suzuki 2017a参照）。布亞培という地名はカムチベット語に由来し、最初の二
字が「うさぎ」（文語形式 spang g.yag）の音写で、第三字が「地方」（直接対応する文語形式は
不明。ただし’phelの可能性あり；鈴木 2011参照）の音写であるという。このことから、過去
には村がチベット系住民によって居住されていた可能性があるのではないかと土地の人々は考
えている。民家の建築様式も霞若郷のチベット人の家屋と類似性がある（図４参照）。しかし、
現在 70 代の村民によると、チベット人がまとまって居住していたという記憶はなく、日常会
話はみなリス語を用いていたという。また、50代以上の住民のほとんどは、戸籍に登録されて
いる漢名以外に、チベット名もまたもっている。チベット名はトンバと呼ばれる村の宗教職能
者に名づけてもらう習慣がある。現在でも、中高年以下の年代においても村民の半数程度はチ
ベット名をもっている。また、リス名というのもあり、たとえば、ある家庭の４人きょうだい
は、２人がチベット名をもち、もう２人がリス名をもつ、といった状況が認められる。
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図 4 布亞培村の民家（2011年）　撮影：余燕
布亞培村のリス族は、リス族としても異なる来歴をもつ。そもそも霞若郷のリス族は、200年
ほど前に他の地域から移住してきた人々に起源をもつ。大部分は隣接する迪慶州維西県からの
移住者であるというが、布亞培村のリス族は、現在の麗江市華坪県のあたりから移住してきた
という口承の歴史がある。両者の間には少なからず言語差（方言差）が認められ、木玉璋、孫
宏開 (2011:12-13)によると、維西県のリス語は怒江方言に、華坪県のリス語は永勝方言に分類
される。布亞培村の住民も自身の話すリス語が他の村の方言と異なりがあることを自覚してお
り、しばしば近隣の村のリス族とリス語によるやりとりに若干の支障が出るというが、意思疎
通を阻害する程度ではない。そのほか、習俗や民族衣装も他のリス族の村のものと異なる。
以上のような移住の経緯をもつリス族であるが、彼らが話すカムチベット語とは何であろう
か。それは年中行事と宗教行事において用いられる言語である。布亞培村の住民は、あらゆる
宗教儀式において、チベット文語で書かれた経典を使用する。トンバはみな在家の俗人であり、
僧ではない。また、ナシ（納西）族のトンバともその職能を異にするという。筆者はこの実態に
ついての記録は行っていないものの、土地の人々から聞き及んだことを総合して考えれば、自
然崇拝を伴うボン教の１形態であることがうかがえる。また、布亞培村の住民は周辺のリス族
が信仰する宗教とは異なりがあることを認めている。チベット文語で書かれた経典を読誦する
場合、土地の読書音を用い、口語形式とは異なる。しかし、宗教儀式におけるすべての会話が
カムチベット語で行われ、リス語は用いられない。このときの会話がカムチベット語「布亞培
方言」を用いて行われる。年中行事も宗教と関わりがあるが、儀礼的な場面での会話がカムチ
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ベット語で行われる。
このカムチベット語が何に由来するのかは、口承からは知りえない。しかし、布亞培村への
リス族の移住前に居住していたであろうチベット人の言語である可能性は指摘できる。リス族
が受容したチベット文語で書かれた経典についても、インタビューを行った人の家系に伝わっ
ていた経典については伝来の経路が不明ということであった。仮に移住してきたリス族がもと
もと存在していたチベット文化を吸収したと考えるならば、自然な伝播経路として受け入れら
れる可能性がある。史実は現在のところ不明であるが、彼らの話す口語それ自体を記述言語学
の対象として記述し、それに基づいて歴史言語学的に考察することは可能である。言語から歴
史を検証する作業は現実的であり、かつ実現可能である。
本稿では、布亞培村のカムチベット語とリス語の語彙それぞれ 137語の記述を提供し、その
資料に見られる言語特徴を既知の方言と対照する。言語資料は同一の話者から採集した。調査
協力者はツェリ・ジュマさん（女性；60代）で、布亞培村出身、現在は香格里拉市建塘鎮在住
である。
2 布亞培村のカムチベット語とリス語：語彙資料
本節では、布亞培村のカムチベット語とリス語の語彙を記述する。語彙の各音形式は音声表
記に基づくが、超分節音素については分析済みの形式を掲げる 1。カムチベット語については
Suzuki (2016)を、リス語については鈴木 (2012)の表記を参照。
語義 カムチベット語 リス語
(1)天 ¯HnO˜ moH lo
(2)太陽 ´ői ma mi h˜i
(3)月 ´nda wa xA bA
(4)星 ¯hkE: ma kW mA zę
˜
H
(5)雲 ¯húı˜ mi ti
˜
H
(6)雷 `ődýOP HluP mo
˜
gwA
˜
(7)風 ¯HlO˜ mE: miL h˜iL
(8)雨 ´úùhE: ba miL xAL
(9)雪 ´khA: wA
˜
(10)雹 ´shA: loH h˜A
˜
H
(11)霜 ´pa mw@ ői
˜
(12)氷 ´őOP ői
˜
thiH
(13)火 ´őe PaH toH
1 カムチベット語の声調は語声調で最初の２音節のみが弁別的声調の領域をなし、次の４種が対立す
る：¯ : 高平、´ : 上昇、` : 下降、ˆ : 昇降。リス語の声調は音節声調で、次の４種が対立する：H : 高
平、表記なし：中平、L : 低域、R：上昇。きしみ音化母音を含む音節には、H : 高、表記なし：低の
２種のみが現れ、ピッチが下降調になる場合がある。
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語義 カムチベット語 リス語
(14)煙 ´t8P pa je
˜
(15)空気 `HbOP jiH se
(16)干ばつ `HnO˜ hkO˜ mba ji
(17)世界 ´ndzO˜ lı˜ lo
˜
ka
(18)地 ¯sha miL neL
(19)山 ´r@ ts@ tso
(20)がけ ´r@ HzE: r@
˜
H ts@
˜
H
(21)川 ¯úùhu: úùh@ jiH mA
(22)湖 ¯n˚tshw@ ji fv
"
(23)池 ¯úùhW Hdze˜j ji by
(24)道 ´lO˜ ïão wu
(25)土 ¯sha nyH h˜y
(26)畑 ´ùe˜j xA mi
(27)石 ¯Hdw@ loH diH
(28)砂 ´Ci ma Ci maH
(29)水 ¯úùhW ji dýe
(30)森 ´nAP seH di
(31)草原 ¯htswa C@H di
(32)金 ¯hse: ùğ
˜
(33)銀 ¯HN0: phv
"
L
(34)鉄 `húùAP fwiL tAL
(35)地方 ¯sha úùha loL
(36)体 ´l8: bw@ go dy
(37)頭 `Ngw@ wuH dy
(38)髪 ¯htCa wuH tshy
(39)まつ毛 ¯Hői: hpW meH tsh@H
(40)目 `HőiP meH sę
˜
(41)鼻 ¯n
˚
a naH biH
(42)耳 ¯Hna pa naH po
(43)顔 ¯Hdo theH me
(44)口 ¯kha kha biL
(45)あごひげ ´Pa tso: mAR ts@
(46)首 ¯hke pAP k@H ts@H
(47)肩 ¯hpO˜ mba lE
˜
H phv
"
(48)背中 ¯HgO˜ ka ti
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語義 カムチベット語 リス語
(49)胸 ´CO: ta wuH m@
(50)乳房 ˆn8P n8P PaH boH
(51)腹 ¯htwA: h˜iH mA
(52)足 ´k@ bA tChi khE
(53)手 ´lA kwa le pheR
(54)親指 ´n˚th0 pi: leH pA mo
(55)チベット人 ´p8P kAH zv
"
(56)漢族 ¯Hdýa xW phAL
(57)子供 ´ta: Ce jiH zA tSh@
(58)老人 ´ő@ HgE˜ PAH pAH moL
(59)老婦人 ´HgE: No PAH jA mo
(60)１ `húùiP thiL
(61)２ ¯n@ ni
(62)３ ¯hsO˜ sA
˜
H
(63)４ ´Hü@ li
˜
(64)５ ¯HNa NwAL
(65)６ `úOP tChu
˜
H
(66)７ ¯HdE: ùğL
(67)８ `HdýeP h˜iH
(68)９ ¯HgW ku
˜
(69) 10 ¯húùW tsh@L
(70) 11 `húùo: HãüiP tsh@L thiL
(71) 12 ¯húùo: n@ tsheL niL
(72) 13 ¯húùo: hsO˜ tsh@L sA
˜
(73) 14 ¯húù0: Hü@ tsh@L li
˜
(74) 15 ¯húùe: HNa tsh@L NwAL
(75) 16 `húù@ HãOP tsh@L tChu
˜
H
(76) 17 ¯húùu HdE: tsh@L ùğL
(77) 18 ¯húùo: HdýeP tsh@L h˜iH
(78) 19 ¯húùe: HgW tsh@L kuL
(79) 20 ´ői ùhW niR ts@
(80) 21 ´ői ùhW `htsa: HãüiP niR ts@ thiL
(81) 22 ´ői ùhW ¯htsa: n@ niR ts@ ni
(82) 23 ´ői ùhW ¯htsa: hsO˜ niR ts@ sA
˜
H
(83) 24 ´ői ùhW ¯htsa: Hü@ niR ts@ li
˜
L
(84) 25 ´ői ùhW ¯htsa: HNa niR ts@ NwAL
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語義 カムチベット語 リス語
(85) 28 ´ői ùhW `htsa: HdýeP niR ts@ h˜iH
(86) 30 ¯shO˜ úùW sA tsh@
(87) 32 ¯shO˜ úùW ¯htsa: n@ sA tsh@ ni
(88) 38 ¯shO˜ úùW `htsa: HdýeP sA tsh@ h˜iH
(89) 40 ´Hü@ úùW li
˜
tsh@
(90) 43 ´Hü@ úùW ¯htsa: hsO˜ li
˜
tsh@ sA
˜
H
(91) 50 ¯HNa húùW NwAL tsh@
(92) 54 ¯HNa húùW ¯htsa: Hü@ NwAL tsh@ li
˜
(93) 60 ´úO: úùW tChuH tsh@
(94) 65 ´úO: úùW ¯htsa: HNa tChuH tsh@ NwAL
(95) 70 ¯HdE: úùW ùğL tsh@L
(96) 76 ¯HdE: úùW `htsa: HãOP ùğL tsh@L tChu
˜
H
(97) 80 ¯Hdýe: úùW h˜iH tsh@
(98) 87 ¯Hdýe: úùW ¯htsa: HdE: h˜iH tsh@ ùğL
(99) 90 ¯HgW úùW ku
˜
tsh@
(100) 98 ¯HgW úùW `htsa: HdýeP ku
˜
tsh@ h˜iH
(101) 99 ¯HgW úùW ¯htsa: HgW ku
˜
tsh@ ku
˜
(102) 100 ¯Hdýa thiL h˜A
˜
L
(103) 1000 ¯htu: úùhAP thi tu
(104) 10000 ¯úh@ úùhAP thi mW
˜
(105)私 ´Na NAR
(106)あなた `tCh0P nuR
(107)彼/彼女 ¯khw@ jiH
(108)我々 ´Pa Hgw@ PA ji
(109)あなたたち ¯tCh0P na nAL
(110)彼ら ´kho na jwAH
(111)大きい ´úùh@ bw@ PA pyH
(112)小さい ´úùhO˜ úùhO˜ PAH jweH
(113)多い ´kO: tCa nAR nA
(114)少ない ´őO˜ őO˜ PAH teH
(115)赤い ¯HmE HmE: őiR tChuR
(116)白い ¯hkE hkE: phv
"
R tSA
(117)黄色い ¯she: she: ùğR khy
(118)緑の ¯˚Nõ she˜ őiR tChi
(119)熱い ´tshA: tshAR
(120)寒い `ő˚tChAP dýe
˜
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語義 カムチベット語 リス語
(121)酸っぱい ¯htC0: pa tSWR tSWR
(122)甘い ¯HNe: she˜ tShW the
(123)苦い `kh@ Cha khAL khAL
(124)からい ˆkE: Cha be
˜
H
(125)干支 ´lo Ce˜ jiH khv
"
(126)ね ˆCwA: lo ba xeR khv
"
sW
(127)うし `HlO˜ lo ba ői khv
"
sW
(128)とら `htAP lo ba lAL khv
"
sW
(129)う ˆj0: lo ba thoH lA kho
(130)たつ ˆődýOP lo ba lv
"
L khv
"
sW
(131)み `Hj0: lo ba fv
"
H khv
"
sW
(132)うま `hta lo ba PaH mu khv
"
sW
(133)ひつじ ˆlOP lo ba joR khv
"
sW
(134)さる `hC0: lo ba myH khv
"
sW
(135)とり ˆCa lo ba PAH GeL khv
"
sW
(136)いぬ `tsh@ lo ba khW khv
"
sW
(137)い `phAP lo ba PaH le khv
"
sW
3 語彙資料から見るカムチベット語布亞培方言の方言学的位置づけ
本節では、先に掲げた語彙資料に基づいて、カムチベット語布亞培方言の方言学的位置づけ
を試みる。雲南省で話されるカムチベット語については、資料、方言学的研究ともに豊富であ
る（鈴木 2015b, 2016, 2017, 2018ab, 2019ab, Suzuki 2018など）ため、布亞培方言を方言学的
に考察する作業は可能であると判断する 2。
以下、音形式と語形式に分けて議論する。なお、各例には２節で掲げた通し番号を付して
ある。
3.1 音形式について
チベット系諸言語について、その音形式を特徴づけるのは、チベット文語形式（蔵文）との
対応関係である。100語程度という限られた語彙数ではあるが、まず以下に布亞培方言の音形
式と方言学的研究において意義ある蔵文との対応関係をまとめる。
2 一方、リス語の方言資料については、方言学的研究を行うのに非常に限られた語彙資料しか手元に
ないため、今後の課題としたい。ただし、筆者の資料によれば、「ぶた」が/PaH le/となる（137「い」
の初頭２音節を参照）のは維西県塔城鎮のリス語に認められるのみで、他の地域の形式とは異なる。
また、(16), (24)の例に見られるように、リス語布亞培方言には前鼻音が認められるが、これはその
他のリス語方言には見られない特徴である。
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蔵文 Ky/Py/Kr/Pr/C/SH対応形式 3
この特徴は、それぞれの蔵文形式の音対応とともに、その全体的な音対応を見る必要がある
（鈴木 2017, 2018a）。まず、個別の事例を見ていく。
蔵文 Ky対応形式は、次のように前部硬口蓋破擦音になる。
(106)「あなた」`tCh0P (khyod)
(120)「寒い」`ő˚tChAP (’khyag)
(121)「酸っぱい」¯htC0: pa (skyur pa)
蔵文 Py対応形式は、次のように前部硬口蓋摩擦音になる。
(28)「砂」´Ci ma (bye ma)
(126)「ね」ˆCwA: lo pa (byi ba lo pa)
(135)「とり」ˆCa lo pa (bya lo pa)
蔵文 Kr対応形式は、ただ１例のみが認められ、(38)「髪」¯htCa (skra)のように前部硬口蓋破
擦音になる。
蔵文 Pr対応形式は、いくつかの形式が認められ、前部硬口蓋摩擦音、硬口蓋接近音または前
鼻音を伴う前部硬口蓋破擦音になる。
(6)「雷」`ődýOP HluP (’brug glog)
(49)「胸」´CO: ta (brang ?)
(131)「み」`Hj0: lo ba (sbrul lo pa)
(134)「さる」`hC0: lo ba (sprel lo pa)
ただし、(5)「雲」¯húı˜ (sprin)のように、そり舌閉鎖音になるものもある。
蔵文 C対応形式は、次のようにそり舌破擦音になる。
(29)「水」¯úùhW (chu)
(34)「鉄」`húùAP (lcags)
(60)「１」`húùiP (gcig)
蔵文 SH対応形式は、次のようにそり舌摩擦音になる。
(26)「畑」´ùe˜j (zhing)
(63)「４」´Hü@ (bzhi)
(79)「20」´ői ùhW (nyi shu)
これらの音対応をまとめて一覧とすると、以下のようになる。
3 これらの蔵文略式表示は、鈴木 (2018a)にならい、次の意味を表す。蔵文 Ky：蔵文 k, kh, gを基字
とし yを足字とする形式を含むすべての組み合わせ；蔵文 Py：蔵文 p, ph, bを基字とし yを足字と
する形式を含むすべての組み合わせ；蔵文 Kr：蔵文 k, kh, gを基字とし rを足字とする形式を含む
すべての組み合わせ；蔵文 Pr：蔵文 p, ph, bを基字とし rを足字とする形式を含むすべての組み合
わせ；蔵文 C：蔵文 c, ch, jを基字に含むすべての組み合わせ；蔵文 SH：蔵文 zh, shを基字に含む
すべての組み合わせ。
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蔵文形式 代表的な対応音 蔵文形式 代表的な対応音
C そり舌破擦音 sh/zh そり舌摩擦音
Ky 前部硬口蓋破擦音 Py 前部硬口蓋摩擦音
Kr Pr
ただし’br 前部硬口蓋破擦音
ただし sbr 硬口蓋接近音
以上の特徴を鈴木 (2017)、Suzuki (2018)で議論されている雲南のカムチベット語の特徴と比
較すれば、布亞培方言は Sems-kyi-nyila方言群 rGyalthang下位方言群および雲嶺山脈東部下位
方言群のうち、音体系のもっとも単純な「第３類」（鈴木 2017）に属する特徴を備え、より正確
に言えば、鈴木 (2019a)の扱う Lungyul方言に極めて近い音対応を見せていると言える。
蔵文 l/y対応形式
まず、布亞培方言の蔵文 l対応形式は、蔵文 lを基字または足字とする場合、以下のように/l/
となる。
(24)「道」´lO˜ (lam)
(125)「干支」´lo Ce˜ (lo ?)
(127)「うし」`HlO˜ lo ba (glang lo pa)
(7)「風」¯HlO˜ mE: (rlung dmar)
ただし、(3)「月」(zla ba)は´nda waとなる。
次に、布亞培方言の蔵文 y（基字）対応形式は、(129)「う」ˆj0: lo ba (yos lo pa)のように/j/と
なる。
以上の特徴を鈴木 (2015b)、Suzuki (2018)で議論されている雲南のカムチベット語の特徴と
比較すれば、布亞培方言は Sems-kyi-nyila方言群の言語特徴と共通することが言える。
蔵文母音字＋末子音字対応形式
前節の語彙リストに見られる語彙の中で、語末位置における基本的な対応関係は以下のよう
に示すことができる。語中に来る場合、以下の表に示す音対応とは異なる場合がある。表の形
式について、蔵文再添後字 sは口語形式に明確な対応関係を得られないため、記載を省略する。
また、空白の箇所は対応形式が不明であることを意味する。
V\C # / ’ b d g m n ng r l s
a a eP AP O˜ E˜ O˜ E:
i @ iP ı˜ e˜j @
u W OP O˜ E: O˜ 0:
e e e: 0:
o w@ 0P / 8P uP o 0:
以上の中で、地域差が大きい音対応について見ると、蔵文末子音字 rがある場合の対応形式
があげられる（鈴木 2019b）。布亞培方言の分布地域の近隣で、Sems-kyi-nyila方言群に属する
方言の中には、末子音字 rを/r/で発音したり子音性母音/ę, ğ/と対応する方言群があるが、布亞培
鈴木　博之（2019）『言語記述論集』11: 1-16
11
方言はそうではない類型に属する。
特に注目すべきは、蔵文形式で鼻音末子音字がある例で、布亞培方言で非鼻母音（かつ長母
音）に対応する例がある点である。たとえば、次のようである。
(43)「顔」¯Hdo (gdong)
(66)「７」¯HdE: (bdun)
　
(49)「胸」´CO: ta (brang ?)
(95)「70」¯HdE: úùW (bdun cu)
(103)「1000」¯htu: úùhAP (stong phrag)
このような音対応の特徴をもつのは、現在のところ鈴木 (2019a)の扱う Lungyul方言しか見
当たらない。この特徴を、鼻母音をもたないリス語 4との言語接触によると考えることが可能
かどうか検討する必要もある。なお、音声学的側面を考えると、調査協力者の話す漢語におい
て、鼻音末子音がある例を発音するとき、鼻音要素が脱落する傾向は認められない。
音節の縮約
布亞培方言では、文語形式の第２音節が pa, baなどの接尾辞となる一部の例で、音節の縮約
が起きる。たとえば、以下のようである。
(9)「雪」´khA: (kha ba)
(10)「雹」´shA: (ser ba)
(51)「腹」¯htwA: (lte ba)
(126)「ね」´CwA: lo pa (byi ba lo pa)
この現象は雲南のカムチベット語で比較的広く認められる現象であるが、通常は以上以外に
文語形式の第２音節が maになる場合もまた縮約を起こす。しかしながら、布亞培方言ではこ
の事例は当てはまらない。たとえば、(2)「太陽」´ői ma (nyi ma)や (11)「霜」´pa mw@ (ba mo)
のようである。
3.2 語形式について
チベット系諸言語は、互いに蔵文に認められる多数の語彙形式を共有することで知られる 5。
そのため、語形式の特徴をもって方言学上の位置を議論するには、地理言語学的方法論を参照
することが望ましい。雲南のカムチベット語については、Suzuki (2018)がスワデシュ 100語の
言語地図と分析を提供している。ほかにも雲南のカムチベット語の地理言語学的特徴を議論し
たものもある。これらに含まれる語彙と前節に提供した布亞培方言の語彙の中に重なるものも
少なくない。そこで、布亞培方言を特徴づけられる４語について取り上げる。
4 布亞培のリス語では、音声学的に鼻母音を耳にすることがある。しかし、それはすべて/h˜/を初頭子
音とする場合である。ただし、木玉璋、孫宏開 (2011)の記述では、鼻母音が認められる。[h˜]の音
声実現に関する詳細は鈴木 (2015a)を参照。
5 金鵬　主編 (1983:144)は、チベット系諸言語が 70パーセント以上の基本語彙を共有し、特に単音
節語根が共通することを述べている。
鈴木　博之（2019）『言語記述論集』11: 1-16
12
(7)「風」
この語は Suzuki (2017b)で議論されている。雲南のカムチベット語については、大きく音節
数によって２種類の形態に分かれ、次のように計５種類が区別される。
類型 形式 類型 形式
A1a 蔵文 rlung対応形式 A2a 蔵文 rlung dmar対応形式
A1b 初頭子音が/l
˚
/のもの A2b 蔵文 rlung ma対応形式
A2c 蔵文 rlung dmarに類似する形式
布亞培方言の形式は/¯HlO˜ mE:/であるから、A2a類に分類される。Suzuki (2017b)の言語地図
によると、霞若郷の状況は極めて興味深いことになっており、同郷南部には A2a類が、中部・
北部には A1a類が分布している。布亞培村は南部に位置し、語形式もまた A2a類であることか
ら、語形式の地理的分布の連続が認められるということになる。
(61)「２」
この語は Suzuki (2018:39-40)で議論されている。雲南のカムチベット語については、その初
頭子音によって３つの形態が認められ、それぞれ A: /ő/; B: /n/; C /m/となる。布亞培方言の形式
は/¯n@/であるから、B類に分類される。蔵文形式は gnyisであるため、A類が標準的な音対応
と見て差し支えない。この点で B類の分布を考察することは、地理言語学的に意義あるものと
いえる。
Suzuki (2018:40)の言語地図によると、霞若郷周辺からその東部一帯にかけて B類が分布し
ており、語形式の地理的分布の連続が認められるということになる。
(108)「我々」
この語は Suzuki (2018:26-27)で議論されている。雲南のカムチベット語については、形態的
に大きく３種に分かれ、計 14種が区別される。この数は Suzuki (2018)が扱う 100語の中で最
も多い。３種と言うのは次のとおりである。A:蔵文’u対応形式を含むもの；B:蔵文 nga対応
形式を含むもの；C:蔵文 rang対応形式を含むもの。
布亞培方言の形式は/´Pa Hgw@/となる。この音形は A 類に分類することができ、Suzuki
(2018:26-27)の列挙した形式の中に近似するものがある一方、まったく同じ類型にある形式は
記録されていない。Suzuki (2018:27) の言語地図を見ると、布亞培方言に隣接する地域で話さ
れる形式は AKT類（/´Pa ko tshE˜/などの３音節形式）であり、ちょうどこの形式の初頭２音節
が布亞培方言の形式に相当すると言えるだろう。また、布亞培方言の第２音節が有声軟口蓋閉
鎖音を含む点に注目すると、同様の音形式になる方言は香格里拉市の中央部に多く見られる。
(113)「多い」
この語は Suzuki (2018:37)で議論されている。雲南のカムチベット語については、形態的に
大きく次の６種に分かれる。A:蔵文 mang po対応形式；B:蔵文’ga’ re対応形式；C:蔵文 rgyas
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pa対応形式；D: /ko tCa/類；E: /őu˜ mo/類；F:その他。布亞培方言の形式は/´kO: tCa/であるから、
D類に分類される。
Suzuki (2018:37)の言語地図によると、霞若郷中部・南部には A類が分布し、北部には D類
が分布している。布亞培村は南部に位置するため、語形式の地理的分布は厳密には連続してい
るとは言えない。D類は主に徳欽県中部の瀾滄江沿いに分布する方言に認められる形式である。
霞若郷北部は飛び地のような分布をなしているが、この背景は説明できる段階にはない。この
ような形式を布亞培方言が用いているのは注目に値すると言える。
3.3 小結
以上の特徴を総合して考えると、布亞培方言は Sems-kyi-nyila方言雲嶺山脈東部方言群の諸
方言がもつ特徴をそなえていると判断することができる。これは布亞培方言が隣接する地域の
諸方言と連続した特徴をそなえていると考えてよいことを意味する。
4 まとめ
本稿では、布亞培村のカムチベット語とリス語の語彙について、村落の基本状況をまとめ、語
彙リスト（137 語）を提供した。布亞培村のカムチベット語は、その音特徴および語彙的特徴
に基づいて考えると、Sems-kyi-nyila方言雲嶺山脈東部方言群に属する方言と考えて問題ない。
このことは、同方言の分布が地理的連続の下にあることを意味する。
本稿は布亞培村の言語に関する基礎的な報告である。これから資料を収集して、全容の記述
に取り組む必要がある。
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Khams Tibetan vernacular spoken by Lisu in the Tibetosphere
—Language situation in Buyapei Hamlet, Xiaruo Township, Deqin County—
Hiroyuki SUZUKI
abstract
There are inhabitants of various non-Tibetan ethnic minorities in the Tibetosphere, especially
in its eastern part. In this article, I discuss a Tibetic variety spoken by Lisu living in Buyapei
Hamlet, Xiaruo Township, Deqin County, Diqing Prefecture, Yunnan Province, China, including a
brief word list of local Khams Tibetan and Lisu (137 entries), preceded by an introduction to some
background information of Lisu people and their language situation in Buyapei Hamlet.
I further attempt to discuss the dialect subgrouping of the Buyapei [sPangyagphel] dialect of
Khams Tibetan with a limited amount of data by comparing it with materials of other surrounding
dialects. The result of two analyses of the sound correspondence with Written Tibetan and the
word form shows that the Buyapei dialect is closely related to vernaculars in the vicinity, which
can consequently be considered as a dialect belonging to the East Yunling Mountain subgroup of
the Sems-kyi-nyila group.
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